






タラ （改訂版)」 （第21章)」に引き続くものである。 「第19巻1号」 （本シリーズ冒頭の号）所載の




















1. 「 」は． 会話文を示すために用いる。




6 〔 〕は，東大主要写本に原文が挿入されているが， 削除すべきである部分の訳文に用いる。





















しゃ しようねん しようち らく
は6》喜への欲を離れて，捨7 （苦楽を離れた平静なる心）に住しつつ，正念･正知にして8，身体に楽
せいけん らく しじゆう しや
を感受せり。諸の聖賢が「それ，正念ありて，楽に止住する捨［の心境］なり」と説けるところの，
き
喜を離れたる第三禅に達して［その境地に］住したり。 ［さらに］彼は楽を捨て， また， すでに苦

























3 「尋」 (vitarka) とは「尋求」の義であり‘ 「対象について概観する心の活動」 「探究的な粗大な心のはたらき」をいう。
’ 「何」 (vicara) とは「伺察」の義であり， 「細かに事物を考察させる心のはたらき」「観察的な微細な心のはたらき」をいう。
尋と伺とは対の概念であり 「尋は対象を*'1<考えることで， 伺は対象を微糸|}|に考察することである」 （｢佛教語大辞典」
797頁「尋伺」参照)。
。 「llq禅定」については， 第20巻第1号所戦の拙訳（註158) を参照されたい。
I， 「彼は」 (sa)は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。
7 「捨」 (upekSaka) とは「楽でも苦でもなく， 善くも悪くもないというように．物事に対するかたよりがなく，心が平等
でざわつかないこと」である。 「一切のものに対する執著を捨てた平静なる境地」であるから「拾」という。
8 「正念」 と 「正知」については． 第19巻第4号所載の拙訳(3t5)を参照されたい。


















かくの如く，実に， ［菩薩は］極めて清淨なる， 人間をはるかに超出せる天眼を以て， 死に行き













わち，一生を， また二［生] ’ 三［生] ’ 四［生]’五［生]’十［生]，二十［生]，三十［生]’ 四
コーティー
十［生]，五十［生20]’ 百生，千生21, 百千（十万）生を､ また無数の百千生を， また拘岻生を， ま
コーテイー コーテイー コーティー コーティーナユタ
た百拘祗生を， また干拘岻生を， 《また百千拘岻生を, 22》また拘砥那由多生を， また無数の百
コーティー コーティー コーティー コーティーナユタ
拘岻生を。 また《無数の千拘砥生を, 23》また無数の百千拘服生を， また無数の百千拘岻那由多
ないし えこう じようこう
生を， 乃至壊劫（世界が破壊する時期） を， また成劫（世界が生成する時期）を， また壊劫と成






















23《 》内の原文(anekanyjatikotiSatasahasrany) については、 諸写本に混乱が見られ， 東大主要写本にはanekany
jatikotlの部分が欠けているが、 チベット訳によれば挿入すべきである。










214 し30》傾注せしめたり。彼（菩薩）はかくの如く思念せり。 「ああ， この世間は苦悩に陥りたり。す
お















それから，菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに有はありや。 しかしてまた‘ 有の縁は
しゅ










それから， さらにまた菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに受はありや。 しかして【ま
そく
た35】 ，受の縁は何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「触（対象との接触）があるときに
受は生ずる。 また，受は触を縁とする」 ［と]。
それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに触はありや。 しかしてまた， 触
る〈しよ






33「有」 (bhava) とは「生死輪廻が続いて因果が尽きることのない迷いの生存状態」であり， 「欲界の生存（欲有)」 「色界
の生存（色有)」 「無色界の生存（無色有)」という 「三有」がある。
33「取」 (upadana) とは「執着し、 欲求してやまない心のはたらき」であり， 「取著」 とも訳される。取著は「執着の念。
心の外においては対象を実有とみなし， 身においては我あI)と執着し，我所すなわち，我のはたらきを執すること」と説
明される （『佛教語大辞典」 622頁参照)。
34 「また」 (ca)は東大主要写本に欠けているが，文脈上， これを挿入すべきである。
35「また」 (ca)は写本T3には欠落しているが，他の写本にはある。
36 「六処」 (sad-ayatana)は「六入（ろくにゅう）」とも呼ばれる。 「対象を捉える感覚・知覚の六機能」であり． 「視覚（眼) ･





それから， さらに菩薩はかくの如く思念せり。 「何があるときに六処はありや。 しかしてまた，
みよう しき
六処の縁は何か」 ［と]。彼にかくの如き思念が生じたり。 「名（意識の対象） と色（感覚の対象）
みようしき
があるときに六処は生ずる。実に，六処は名色37を縁とする」 ［と]。




















比丘らよ， 「[あれが］生起し， ［次に， これが］生起する」 と， かつて聞かれたることなき諸法

















37「名色」 (namarUpa)は「古ウパニシャッドにおいて現象世界の名称(naman) と形態(rupa) とを意味した」が． これ
が仏教にとり入れられ「名は個人存在の精神的な方面色は物質的な方面を意味すると解せられた」のであり．十二因縁
の中での名色とは「精神的な名と物質的な色との複合体」 「個体的存在としての五穂の全体」をさす（｢佛教語大辞典』
1300頁参照） と説明される。 しかし， ここではむしろ古ウパニシャッドに近い理解として， 「名」は「意識の対象として
の精神活動」を， 「色」は「感覚の対象としての物質存在」を指すものと解釈する。
38 「行」 (samskara) とは「生滅変化する現象世界を不変の実在であるかの如く妄想し． それに執著して起こす意志作用」
であると思われるが． 「十二,天,縁の系列に数えられるときには，過去世に行なった善悪の行為をさす語」 ともされる （｢佛






















滅なり。 これは無明の消滅に至る道なり」 と，如実に了知せり。 「43ここにおいて，無明は余すと
ぎよう
































〈おん じんし ぜんし けつ し
［夜明けを告げる］鼓音の鳴る前に， 人士（立派な人) ， 善士（正善なる人) ，傑士（傑出した人) ，
だいし おうしし ぞう し し し し
大士（偉大なる人) ，牡牛士（牡牛のような人) ，象士（象のような人)，獅子士（獅子のような人)，
10「かくして，実に」 (itihi)は東大主要写本に欠けているが， チベット訳によれば挿入すべきである。









さいしようし ゆうけんし ゆうもうし きこうし れん
最勝士（最勝なる人)，雄健士（雄健なる人)， 勇猛士（勇猛なる人)，貴公士（貴い家柄の人) ．蓮






しんね人 いちせつな こおう ち え むじようしようとうがく しようとく
の全てが心念の一刹那（一瞬の心の思い） と呼応するところの智慧をもって，無上正等覚が証得せ





































'7 「天神たち」 (deva)は， チベット訳では「天子たち」 (lhahiburnams) となっており．梵文と合わない。





52「随眠」 (anuSaya) とは「内心に潜んだ悪への傾向」「表面に現われた煩悩に対して’ まだ表面化しない煩悩」を意味する。
53チベット訳は「諸の随眠は抜除せられ」 という意味の訳文になっている。
54「真如」 (tathata) とは「ありのままのすがた」 「普遍的な真理」の意である。
55 「真実際」 (bhutakoti) とは「真実の辺際」 「究極の真理」の意である。
56 「正性定聚」 (samyaktva-niyata) とは「三定聚の一つである正定聚をいう。必ず未来に善い果報があり． IILI向四果などを
得ると決定されている人びと」である （『佛教語大辞典」 701頁参照)。
37 「邪性定聚」 (mithyatva-niyata) とは「三定聚の一つである邪定聚」をいい， 「決してさとることのない衆生」とされる。
















る， 一切の世界の，全ての衆生はその刹那， その瞬間， その須爽の間に最高の至福に満たされ














が照らされて， 十方の菩薩たちと天子たちは歓喜の声を発したり。 「賢明なる衆生の蓮華が， 正智
けが だぃひ ほつかい
の池に生起し，世間の法に汚されずして成長したり。大悲の雲が沸き起こり，法界の宮殿72に遍満











{;3「如来の胎蔵」 (tathagatagarbha)は方広に「如来蔵」と訳されているが。 『國諜一切経」 （本縁部九）の当該部分の註(180
頁註32）には「普通に佛性真如の煩悩中にあるを如来蔵といふも． ここは次の智慧城に対照するに， 如来の寶蔵などの意
に解すべし」と記されている。





67 〔 〕内の原文(mayanuttarasamyaksambodhirabhisambuddha)は， チベット訳に相当訳文が見当たらないから削除す
べきである。この原文は後代の追加と思われる。
6s「始終なき」 (anavaragra) とは「始まりも終わりもない」の意であり (cfBHSD) , 「無窮なる輪廻」を意味すると思わ
れるが． チベット訳では「無始なる」 (thogmamedpa) となっている。 この梵語に対応するとされるパーリ語の
anamatagga(an-amata-agga)は「その始めが量られざる；無始の；無窮の」の意であるとされる（水野弘元『パーリ語辞典｣．
春秋社, 1995 <二訂>, 14頁）ので． 「果てしなく永続する」 という意味では’梵文もチベット訳も同じなのかもしれない。
6，チベット訳には「また」 (ca)に当たる訳語はない。
70この部分は‘方広には「其諸寶蓋合成一蓋。遍覆十方三千大千世界」と訳されている。









































しんもうじゆりつ さんく とん じ人 ち
獅子の如くにして恐怖に身毛竪立することなく，象の如く心をよく制御し， 三垢（貧・愼・痴）を























77 kalavinkaについては， 第21巻第1号所載の拙訳（註128) を参照されたい。












じかい ごんかい くぎよう あんみよう
持戒・禁戒・苦行によって，帝釈・梵天をも暗冥ならしめたり。


























おう ぐ§ しや しやせ
彼は最高の応供者93にして， ［彼に対して］捨施せられたる布施の功徳は，実に91,
無上の菩提が獲得されるまでの， その間において， 消失することなし。































86チベッ卜訳には「今宵ここに」 (domodhdi la) と訳されている。





9！ 【 】内の原文は全写本にあり， チベット訳にも相当訳文があるが，文脈上も韻律上も不要である。
92 「福田｣ とは「福徳を育てる田地」の意であり, 「その人に供養することによって多くの柵徳を積むことができるような。
徳の高い聖者」を意味する。
93「応供者」とは「供養を受けるにふさわしい人」の意。


























































































しょうしゃ みようこくど へんしょう さんあくしゆ ちんせい
勝者（諸仏）の妙国土を遍照するや，三悪趣は鎮静せられ，


























'02｢秀峰」 (girivara)は， チベット訳には単に「山々」 (rirnams) と訳されている。
'('3この偶は5行で一偶を成していると見なされる。
l04チベット訳には「今や」 (iha)に当たる訳語はない。





























































































































































































13!｢御身の身体は立ち上がることなく， ′I粟えることもなく」の部分は， チベット訳では「御身は立ち上がることなく， また，
身を‘|梨わせることもなく」 という意味の訳文になっている。
'35｢一切の目的を成就せる｣ (sarvarthasiddha)は．釈尊の個人名（サルヴァールタシッダ） と見ることも可能である。












おんりん じようゆう じゆらぐ ちゅうぐう さL,によ
[自分の］園林や城邑領地や聚落王国や中宮［妖女たち]，
め ぼだいぎkう












































'37｢マーラたち」 (marah)は， チベット訳には「マーラの娘たち」 (bdudkyibumo) と訳されており，梵文と合わない。
方広には「魔衆」 と訳されている。





















































































シヤーキヤ族の尊者， 人中の牡牛， 人天の応供'53 [たる御身］ を礼拝せん。
みょうち ごご人
正智あり，至上なる妙智の語言を具有して15+1 , 三界［の衆生］を覚知せしめ






















































'37｢天神」 (deva)は、 チベット訳には「天子」 (lhahibu) と訳きれており．梵文と合わない。
,5sチベット訳には「御身を」に当たる訳語(khyodla)がある。


























































'65｢天神」 (deva)は， チベット訳には「天子」 (lhahibu) と訳されており．梵文と合わない。































































































































'77｢談論1 |1の」 (bhasamanam)のチベット訳は「人間の」 (mlyi) となっており，梵文と合わない。
'78『下巻」には「非人（魔物）の快楽を清浄なるものとならしめる」 と訳したが，誤訳と思われるので． 「非人（魔物）たち
にも清浄なる快楽を生ぜしめる」に訂正する。
'79padmaはpadma (蓮華）の女性形であり, Srl (吉祥天女）の別称とされる。
'馴)チベット訳には「御身は」 (bhava)に当たる訳語はない。
'8'｢比丘らよ」 (bhiksavah)は． 殆どの写本に省略されているが。 これを挿入している写本もある。
'82｢四」 (catur)は全写本に欠落しているが．文脈上もチベット訳によっても． これを挿入すべきである。






















































































そこ （大地）にて御身が坐し， あるいは経行し， あるいは睡臥することの，
ぜんぜい しようもん
また，善逝の子にしてガウタマの声聞'92 (弟子）たる者たちが，
法の教えを説き． あるいはまた， それらを聴くことの，
ぜんどん えこう
[それらによる］全ての善根を我らは菩提に廻向せん。
64
65
かくの如く，実にフ
つつ， 一方に立てり‘
く，実に大地の神々は，菩提の座に坐せる如来を讃歎せるのち 合掌して如来を敬礼し
[以上］ 「讃歎品」と名づける第23章なり。
9oチベット訳には「御身の」 (tvam)に当たる訳語はない。
9'チベット訳には「これらを」 (imams)に当たる訳語はない。
92｢声聞」 (Sravaka)は．大乗仏教の三乗思想では「自己のさとりだけを求める出家者」として「独覚」とともに「小乗」
として軽視されるようになるが元来は「出家でも在家でも．教えを聞く人の意味であり． 仏弟子を意味した」 （『佛教語
大辞典』734頁参照)。
285
